
　平成23年1月21日（金）、大越トンネル（延長：1,221m）の貫通式が施工業者（前田建設工業
(株)）主催のもと開催され、式典では、西嶋佐伯市長を始め、地元区長や工事関係者等、約70名
の参加により盛大に貫通を祝いました。
　大越トンネルは、東九州道佐伯～県境間では3番目に早く貫通したトンネルで、およそ１８ヶ
月で掘削を完了しました。
　貫通式当日は、本工事さながらの貫通発破と施工協力会社による威勢の良い樽御輿で大変盛り
上がりました。ご列席の皆様からは、「東九州道の早期供用開始を期待する」との言葉を多く頂
き、一日も早い供用開始にむけ、努力していきます。

ちゃくちゃくと東九州自動車道の整備が進む丸市尾地区
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【丸市尾ﾄﾝﾈﾙ終点坑口部】
安全祈願祭の様子

　２月２１日（月）、佐伯市蒲江大字丸市尾
浦地先において、蒲江～県境間で、最後に着
手する丸市尾トンネル（334m）の安全祈願祭
を施工業者主催で開催しました。
　神事には発注者、受注者をはじめ、労働基
準監督署長、地元代表として丸市尾地区区長
等の参加をいただき賑々しく執り行われまし
た。
　これにより、東九州道「蒲江～県境」間で
は５箇所すべてのトンネルに着手することと
なりました。
　「蒲江～県境」供用まであと２年あまり。
無事故・無災害で無事にすべての工事を終了
し、供用できることを祈願しました。

佐伯河川国道事務所では、工事現場見学会を随時受け付けております。
工事見学を希望される方は、下記へご連絡下さい。

　平成２３年２月２４日（木）に「渡町台女性の会」の皆さん、約３０名の方が、東九州道(佐伯～
県境)の「番匠川橋」と「蒲江IC」の工事現場を見学されました。
見学会では、最初に番匠川橋の現場を見学され、現在の工事進捗状況や今後の予定などの説明を受け
ました。見学者の皆さんは、完成予想図を見ながら"出来上がり"をイメージされていました。
　次に蒲江ICの現場ではおおよそインターチェンジの"かたち"となってきた現場を見学され、あと
２年あまりとなった「蒲江～北浦」の供用を楽しみにされていました。

↑番匠川橋にて ↑蒲江ICにて

↑貫通発破 ↑発破直後の様子 ↑通り初め

↑樽神輿の入場

↑集合写真



佐伯ＩＣ～県境までの工事延長は、約３０kmです。
この区間に、１４個のトンネルと２１個の橋があります。
黒色が完成している構造物で、赤色が工事中の構造物です。
３月末現在の工事進捗率は約５５％です。

工事進捗率　約５５％
H23.3月末時点

※工事延長に対する工事着手延長
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